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Ⅰ .はじめに

　漆器遺物から剥離したミリサイズの小さな破片

は、遺物自体の保存や復元に大きく役立たないとし

ても、古代漆技法の一面を把握するために必要な情

報を提供することもある。古代漆技法の研究の目的

は、基本的には漆器の保存において参考となる基礎

資料を得ることであるが、これと同時に、漆を媒介

とする人の移動、漆塗装法を含む技術の伝播と発展

過程、さらには古代の文化交流状況を理解するのに

必要な手掛かりを提供することもある。最近になっ

て漆技法を研究する 1 つの方法として、光学顕微

鏡を利用した漆塗膜断面観察法が広く活用されてい

る。これは漆塗膜断面の光学的観察を通して、漆の

層状構造やその構成物質のような漆技法上の重要な

特徴をかなり把握することができるためである。古

代漆技法研究における光学顕微鏡の利用は、初め岡

田文男や中里寿克のような日本の漆器保存専門家ら

によって提案されたもので、医学・生物学など自然

科学分野の解剖学的調査方法を古代漆器に応用した

ものである。わが国の場合、1993 年の慶州雁鴨池

と益山弥勒寺址で出土した統一新羅時代の漆器の漆

技法研究において漆塗膜断面の光学的観察法が初め

て適用され、当時関連研究者らはこれに加えてエネ

ルギー分散型 X 線分析器を搭載した走査型電子顕

微鏡の (SEM-EDS) を利用した成分分析、そして組

成元素のマッピングを通して彩色漆の顔料と骨粉、

土壌鉱物、構成物質の種類を確認するという成果を

得た [ 李
イ  ヨ ン ヒ

容喜ほか 1993]。

　本論考はこのような自然科学的方法論に基づいて

行われた先行研究資料 [ 李
イ  ヨ ン ヒ

容喜ほか 2009] を土台

とし、昌原茶戸里遺跡から出土した漆器と日帝強占

期に発掘された平壌地域の楽浪古墳から出土した漆

器の漆技法を互いに比較し、その特徴をまとめたも

のである。

Ⅱ .調査対象

2.1. 茶戸里遺跡 ( 表 1)

　昌原茶戸里遺跡から出土した漆器は、茶戸里 1

号墳の円形高坏など 5 点、茶戸里 15 号墳の三角鋸

歯文筒形漆器 1 点、出土位置が明確ではない茶戸

里一帯の遺跡から発見されたと伝わる茶戸里出土漆

器 8 点を対象とした。

2.2. 楽浪漆器 ( 表 2)

　楽浪漆器は国立中央博物館が所蔵する貞梧洞 127

号墳の円形奩
れん

、南井里 116 号墓 ( 彩
さいきょうつか

篋塚 ) の勺、石

巌里 219 号墳の漆鉀
こう

( 訳 1 など平壌地域の楽浪古墳

から出土した漆器 6 点を調査対象とし、日本東京

大学が所蔵する王
お う く

盱墓出土紀年銘漆器 4 点は岡田

文男の先行研究資料を参考にした。

資料番号 遺物名 出土地 推定年代 素地の素材
茶戸里 - ① 円形高杯

茶戸里 1 号墳

前 1 世紀 ~ 後 1 世紀

木材
茶戸里 - ② 銅剣漆鞘 木材
茶戸里 - ③ 筒形漆器 木材
茶戸里 - ④ 漆製品 柄 木材
茶戸里 - ⑤ 杯 木材
茶戸里 - ⑥ 三角鋸歯文筒形漆器 茶戸里 15 号墳 木材

伝茶戸里 - ① 四脚付き皿

茶戸里

木材
伝茶戸里 - ② 高坏 - 方形 木材
伝茶戸里 - ③ 高坏 - 円形 木材
伝茶戸里 - ④ 壺形容器 木材
伝茶戸里 - ⑤ 筒形漆器 木材
伝茶戸里 - ⑥ 杯 木材
伝茶戸里 - ⑦ 弓 木材 , 樹皮
伝茶戸里 - ⑧ 陶胎漆器 土器

表 1　茶戸里漆器
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表 2　楽浪漆器

資料番号 遺物名 出土地 推定年代 素地の素材
貞梧里 - ① 円形奩 貞梧里 127 号墳 後 1 世紀 木材
貞梧里 - ② 盤 貞梧里 127 号墳 乾漆
貞梧里 - ③ 盤 貞梧里 19 号墓 後 1 世紀 木材
南井里 - ① 勺 南井里 116 号墳 後 1~2 世紀 木材

伝楽浪 4 号墳 - ① 耳杯 伝楽浪 4 号墳 後 1~2 世紀 乾漆
石巌里 - ① 漆鉀 ( 訳 1 石巌里 219 号墳 前 2~ 後 1 世紀 皮革 ( 推定 )
王盱墓 - ① 永平 12 年銘 盤

楽浪 王盱墓 後 1 世紀

木材
王盱墓 - ② 建武 28 年銘 耳杯 乾漆
王盱墓 - ③ 黒漆木履 木材
王盱墓 - ④ 黒漆木枕 木材

Ⅲ .調査・分析方法

3.1. 分析試片の製作

　試料に選定した 2 ～ 3mm サイズの試料を低粘性

の透明なエポキシ樹脂に封入・固定した後、漆の断

面が見えるように片側面を平滑に研磨した。その次

の段階として研磨した面を下向きにして顕微鏡観察

用スライドグラスに同種のエポキシ樹脂で固定し、

再びこれを 20㎛以下の厚さの薄膜に研磨加工して

顕微鏡観察用試片を製作した。

3.2. 構成物質の成分分析

　漆層の構造的特徴と構成物質をまず第一次的に透

過光および偏光顕微鏡で調査した。彩色漆の顔料成

分および下地漆 ( 骨灰 - 下地 ) に含まれている鉱物

など混合物は、走査型電子顕微鏡 (HITACHI S-3500)

に装着されたエネルギー分散型 X 線分析装置 (EDS: 

Kevex, USA) を使用して定性分析を行った。また漆

試料の採取が不可能な茶戸里 15 号墳の三角鋸歯文

筒形漆器に対しては、ArtTAX の微小部蛍光 X 線分

析装置 (μXRF-Spectrometer) で朱漆部分の非破壊分

析を行った。

Ⅳ .調査・分析結果

4.1. 昌原茶戸里遺跡の漆器 ( 図 1~4)( 訳 2

L
L
W

茶戸里 -①　円形高杯

(右上 :透過光 ,右下 :SEM 撮影 )

( 漆塗膜層の区分 : 
L: Lacquer, B: Black lacquer, R: Red lacquer, F: Foundation layer, W: Wooden base, C: Ceramic base)
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茶戸里 -③　筒形漆器

(右 :透過光 )

L
L

L

B

W

L
L
B
W

L
L
B

W

茶戸里 -④　漆製品 (柄 )

( 右 : 透過光 )

R

L

L

B

W

茶戸里 -⑤　杯

(右 :透過光 )

茶戸里 -⑥　三角鋸歯文筒形漆器

(右 :透過光 )

L

L

W

茶戸里 -②　銅剣漆鞘

(右 :透過光 )
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( 漆塗膜層の区分 : L: Lacquer, B: Black lacquer, R: Red lacquer, F: Foundation layer, W: Wooden base, C: Ceramic base)

L
L

L

W

L

W

L

L

L

W

L

B

W

伝 茶戸里 -②　方形高杯

(右 :透過光 )

伝 茶戸里 -③　円形高杯

(右 :透過光 )

伝 茶戸里 -④　壺形容器

(右 :透過光 )

伝 茶戸里 -⑤　筒形漆器

(右 :透過光 )

L
L

W

B

伝 茶戸里 -①　四脚付き皿

(右 :透過光 )
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伝 茶戸里 -⑧　陶胎漆器

(右 :透過光 )

← 図 5　茶戸里 -①円形高杯
　 木材素地着色部分の SEM-EDS 分析の結果

図 6　茶戸里 -⑥三角鋸歯文筒形漆器

朱漆文様の蛍光 X線分析の結果

↓

( 漆塗膜層の区分 : L: Lacquer, B: Black lacquer, R: Red lacquer, F: Foundation layer, W: Wooden base, C: Ceramic base)

伝 茶戸里 -⑦　弓

(右 :透過光 )

L
B

W

L
L

L
L

C

L

B

W

伝 茶戸里 -⑥　杯

(右 :透過光 )
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資料番号 漆器名称 全体の厚さ (㎛ ) 彩色漆の厚さ (㎛ ) 顔料 備 考
茶戸里 - ① 円形高坏 80 酸化鉄着色 ?
茶戸里 - ② 銅剣漆鞘 95 煙煤
茶戸里 - ③ 筒形漆器 157 63 煙煤
茶戸里 - ④ 漆製品 柄 45 18 煙煤
茶戸里 - ⑤ 杯 107 60 煙煤

茶戸里 - ⑥ 三角鋸歯文筒形
漆器 130 ( 朱漆 :35㎛ ) 煙煤 , 水銀 (HgS) 黒色漆→透明漆

→朱漆文様
伝茶戸里 - ① 四脚付き皿 76 煙煤
伝茶戸里 - ② 高坏 - 方形 130
伝茶戸里 - ③ 高坏 - 円形 128
伝茶戸里 - ④ 壺形容器 107
伝茶戸里 - ⑤ 筒形漆器 94 煙煤
伝茶戸里 - ⑥ 杯 68 煙煤
伝茶戸里 - ⑦ 弓 40 煙煤
伝茶戸里 - ⑧ 陶胎漆器 65

表 3　茶戸里漆器の漆塗膜構造

4.2. 楽浪漆器 ( 図 7~10, 15)( 訳 2

貞梧洞 -① 奩

(右上 :内面 ,透過光　右下 :外面 ,偏光 )

貞梧洞 -② 盤

(右 :外面 ,透過光　↓ :骨粉粒子 )

R
L

F

F

T

R
L

F

F

L

F

T

→
→ →

(L: Lacquer, B: Black lacquer, R: Red lacquer, F: Foundation layer, T: Textile core, W: Wooden base, C: Ceramic base)
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貞梧洞 -③ 盤

(右上 :外面 ,偏光　右下 :縁 ,透過光　左下 :縁 ,SEM)

↓↓

↓

L
L

F

F

T

↓
↓↓

↓ :骨粉粒子

南井里 -① 勺

(右上:内面,透過光　右下:内面,SEM　左下:外面,偏光)

R

L

F

L

L
F

F

↓

↓

↓

↓ :鉛 (Pb) 検出部分

伝 楽浪 4号墳 -① 耳杯

(右上:内面,透過光　右下:内面,SEM　左下:内面,偏光)

R
L

F

↓
↓

↓
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R

L

F

F

↓ ↓

↓
↓ ↓

↓ :骨粉粒子

↓ :顆粒状混合物

石巌里 -① 漆鉀

(右 :透過光 )

L

B

F

(L: Lacquer, B: Black lacquer, R: Red lacquer, F: Foundation layer, T: Textile core, W: Wooden base, C: Ceramic base)

図 11　貞梧洞 -② 盤
下地漆骨粉の SEM-EDS 分析の結果

図 12　貞梧洞 -② 盤
文様付着部分の SEM-EDS 分析の結果

図 13　南井里 -① 勺 (内面 )
黒色層の SEM-EDS 分析の結果

図 14　伝 楽浪 4号墳 -① 耳杯
下地漆骨粉の SEM-EDS 分析の結果
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(L: Lacquer, B: Black lacquer, R: Red lacquer, F: Foundation layer, T: Textile core, W: Wooden base, C: Ceramic base)

資料番号 漆器名称 全体の厚さ
(㎛ )

下地漆の
厚さ (㎛ )

下地漆混合物
( 粒子サイズ )

彩色漆の
厚さ (㎛ ) 顔料 備 考

貞梧洞 - ①

奩 ( 内 ) 518 126 木粉 , 土粉 28 水銀 (HgS)
下地漆 2[ 木粉 ]
下地漆 1[ 土粉 ]
織物層

奩 ( 外 ) 456 161 木粉 , 土粉
(31㎛ ) 16 水銀 (HgS)

下地漆 2[ 木粉 ]
下地漆 1[ 土粉 ]
織物層 [280㎛ ]

貞梧洞 - ② 盤 ( 外 ) 骨粉 , 土粉

貞梧洞 - ③ 盤 ( 外 ) 470 367 骨粉 (140㎛ ),
土粉

盤 ( 縁 ) 245 211 骨粉 (142㎛ )

南井里 - ① 勺 ( 内 ) 363 293 土粉 (62㎛ ) PbxOx

勺 ( 外 ) 204 163 土粉 (65㎛ ) 43 水銀 (11㎛ ) 下地漆 [ 土粉 ]

伝楽浪
4 号墳 - ①

耳杯 ( 内 ) 500 450 骨粉 (225㎛ ),
土粉 50 水銀 (10㎛ ) 下地漆 1[ 骨粉＋土粉 ]

下地漆 2[ 骨粉＋土粉 ]

耳杯 ( 外 ) 530 480 骨粉 (127㎛ ),
土粉

石巌里 - ① 漆鉀 283 240 土粉 煙煤 下地漆 [ 草木類の材 ]

表 4　楽浪漆器の漆塗膜構造

王盱墓 -①
永平 12 年 [AD 69] 銘 盤

(右 :内面 ,透過光 )

王盱墓 -② 建武 28 年 [AD 52] 銘 耳杯
(右 :透過光 )

F

T

｝L

L

L
L
F

T

王盱墓 -③ 黒漆木履
(右 :透過光 )

L

L

B

F

↓↓

↓ :顆粒状混合物
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(L: Lacquer, B: Black lacquer, R: Red lacquer, F: Foundation layer, T: Textile core, W: Wooden base, C: Ceramic base)

L
L

F

T

王盱墓 -④ 黒漆木枕
(右 :透過光 )

Ⅴ . 結果考察

5.1. 茶戸里遺跡出土漆器

5.1.1. 漆器様式と技法

　茶戸里遺跡から出土した漆器の漆断面を光学顕微

鏡の透過光下で観察すると、ほとんど大部分に下

地漆 ( 骨灰 )1) がなく、木製素地面に直に漆を 2 ～

4 回重ねて塗ったことが分かる。漆の全体の厚さ

は、薄いものは 40㎛ ( 伝茶戸里 - ⑦弓 )、厚いもの

は 157㎛ ( 茶戸里 - ③筒形漆器 ) で、多数の漆器で

木器表面下まで漆が浸み込んでいるものが確認され

た。このような特徴は、これら漆器が簡略な方法で

作られた木心漆器 ( 木胎漆器 ) で、生漆状態に近い

粘度が低い漆が使用されたものとみられる。ただし

伝茶戸里 - ⑦弓は木で作られた弓の表面に薄い樹皮

を回し巻いてその上に漆を施しており、伝茶戸里 -

⑧陶胎漆器は土器表面に直接漆をかけたものとみら

れるが、これらもやはり別に区分される骨灰層がみ

られない。

5.1.2. 黒色漆 (図 16)

　漆の色を黒くする古代の方法は、A) 漆に煙煤を

混合して塗るか、B) 木炭粉や黒土類で黒色の下地

漆を施し、その上に透明な漆を塗るのが一般的な方

法である。今回の調査の結果、茶戸里漆器の黒色漆

技法は、A のような油煙類の微粒子である煙煤を混

図 16　煙煤を混合した黒色漆の漆塗膜断面写真

L: Lacquer, B: Black lacquer, F: Foundation layer, W: Wooden base

L

L

B

W

茶戸里 -③ 筒形漆器

石巌里 -① 漆鉀

伝 茶戸里 -⑤ 筒形漆器

煙煤混合黒色漆 (比較試験試片 )

L

B

F

L

B

B

L

W
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ぜて塗ったものとみられる。これら漆器の漆塗膜断

面を光学顕微鏡の透過光下高倍率 (200~500 倍 ) で

観察すると、煙煤の黒色微粒子が黒色漆層に均一に

分散していることを確認することができる。このよ

うに漆に黒色顔料を混合したのは漆の色をより黒く

作るためのものであるが、塗装面の隠蔽力を高め、

下の木材の地の状態や傷が表に出ないようにする付

随的効果を得ることができる。特に茶戸里漆器の場

合、煙煤を混合した黒色漆で下地漆したその上に透

明な漆を重ね塗る方法のものが多くみられ、これは

黒い光沢のある塗装効果を得るための漆技術である

と推測することができる。これと類似する黒色漆技

法は、中国漢代でも一部で見られる [ 岡田 1995]。

5.1.3. 彩色漆

　茶戸里 15 号墳から出土した三角鋸歯文筒形漆器

( 茶戸里 - ⑥ ) の口縁部、伝茶戸里筒形漆器 ( 伝茶戸

里 - ⑤ ) の蓋部分、そして調査対象ではないが茶戸

里 1 号墳の有蓋筒形漆器にそれぞれ朱漆文様なら

びに朱漆の痕跡が残っていた。このうち三角鋸歯文

筒形漆器 ( 茶戸里 - ⑥ ) は黒色漆上に線描で朱漆文

様を描き入れており、蛍光 X 線分析の結果、赤色

顔料として辰砂 (HgS) が使用されたことが確認され

た。特に蓋部分に朱漆文様がある伝茶戸里 - ⑤筒形

漆器は、黒色漆面に文様線を陰刻した後、そこに朱

漆を埋め入れて文様を表現したものとみられる。こ

の他に茶戸里 - ①円形高杯の場合、酸化鉄成分の赤

い物質を木器表面に塗ってその上に透明な漆を施し

ていることが判明したが、これが器物の赤色をより

赤く見せるための彩色技法であるのかどうかは明確

にすることができなかった。

5.2. 楽浪漆器

5.2.1. 漆器様式と技法

　今回調査した楽浪漆器は、茶戸里漆器に比べて漆

の層状構造が複雑で、多くの場合その内部の織物層

とその上を覆っている下地漆を確認することができ

る。したがって、漆の厚さも 245 ～ 530㎛の範囲

と相対的に厚い。これは調査対象の楽浪漆器が木骨

に織物心 2) を着せて漆塗りをした木心苧被漆器かあ

るいは織物心と漆 ( 漆＋糯米粉 ) を何回も重ね塗っ

て器物の形態に作った乾漆 ( 夾紵漆器 ) 様式の漆器

であるからである。楽浪漆器にも茶戸里漆器と類似

する様式の漆器が含まれているが、その場合、下地

漆 ( 骨灰 ) をまず施して、その上にさらに上塗りを

していることが差異点である。

5.2.2. 下地漆 (骨灰 )

　木心苧被漆器と乾漆漆器は製作工程上内部織物心

の目を埋めて表面を平滑に作るために厚い下地層

( 骨灰 ) が必要である。調査の結果、楽浪漆器は茶

戸里漆器に比べて下地漆の割合が大きく、骨粉と土

粉、木粉、木炭粉、菰米粉など多様な材料が漆の混

合物として使用されたことが明らかになった。

A 型：骨粉 +土粉

　調査対象の楽浪漆器のうち、貞梧洞 127 号墳の

盤 ( 貞梧洞 - ② )、貞梧洞 19 号墳の盤 ( 貞梧洞 - ③ )、

楽浪 4 号墳の耳杯 ( 楽浪 4 号墳 - ① ) は漆と骨粉 +

土粉、南井里 116 号墳の勺 ( 南井里 - ① ) は漆と土

粉の混合物で下地漆を施したことが明らかになっ

た。これら漆器の SEM-EDS 分析の結果、下地漆の

骨粉からは予想したように動物の骨を形作るリン酸

カルシウム (calcium phosphate)3) の構成元素である

カルシウム (Ca)、燐 (P)、酸素 (O) が主成分として

確認された。また骨粉と一緒に混合された無色鉱物

がケイ素 (Si)、アルミニウム (Al)、酸素 (O) などの

成分組成であることをみると、土壌中に含まれたカ

オリナイト、石英 4) と推定される。

B 型：木粉 +土粉

　貞梧洞 127 号墳の奩 ( 貞梧洞 - ① )、楽浪王盱墓

出土の永平 12 年銘盤 ( 王盱墓 - ① )、建武 28 年銘

耳杯 ( 王盱墓 - ② ) は漆に木粉と土粉を混ぜて下地

漆としたものと確認された。これら漆器の下地漆

( 骨灰 ) には木材の種類を識別することができる木

粉が混合されていることが伺えるので、組織が単純

で粉砕しやすい針葉樹の腐朽木材を使用したものと

みられる [ 岡田 1995]。

C 型 : 木炭粉

　平壌石巌里 219 号墳から出土した漆鉀 ( 石巌里

- ① ) と楽王盱墓出土の黒漆木枕 ( 王盱墓 - ④ ) は、

漆に炭粉を混ぜて下地漆 ( 骨灰 ) を施したものと判

明した。ただしこれら漆器の場合、針葉樹や広葉樹

の木材を炭化させた一般的な木炭粉を混合したので

はなく、炭化した草本類の粉末を使用したものであ

ることが分かった。

D 型 : 菰米粉

　楽浪 4 号墳の耳杯 ( 楽浪 4 号墳 - ① ) と楽浪王盱

墓から出土した木心漆器様式の黒漆木履 ( 王盱墓 -
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③ ) からは、下地漆に透明な顆粒状の粒子が混合さ

れていることが確認された。楽浪漆器の上塗り漆の

下から主に観察された透明な顆粒状の粒子は、菰
こしょう

蒋

草 (wild rice) の粉砕物である菰米粉である可能性が

高い[岡田1995]。これらは上塗の前に下地漆(骨灰)

の微細な凹凸を埋める目的で粒子の細かい添加物を

漆に混合して塗ったもので、中国漢代の漆器と楽浪

漆器で見ることができる独特の漆技法である。

5.2.3. 黒色漆

　黒色漆の場合は茶戸里漆器と同一で、漆に煙煤を

混合した技法が使用されている。煙煤を黒色顔料に

使用した黒色漆は、石巌里 219 号墳から出土した

漆鉀 ( 石巌里 - ① ) と楽浪王盱墓から出土した木心

漆器様式の黒漆木履 ( 王盱墓 - ③ ) で確認すること

ができた。

5.2.4. 彩色漆

　楽浪漆器は茶戸里漆器に比べて文様表現が多様で

彩色漆の使用範囲が広く、これは発色のための漆

の精製など漆の加工と塗装技術の水準を測ることが

できるものである。調査対象の楽浪漆器のうち、貞

梧洞 127 号墳の奩 ( 貞梧洞 - ① )、南井里 116 号墳

の勺 ( 南井里 - ① )、楽浪 4 号墳の耳杯 ( 楽浪 4 号

墳 - ① ( 訳 2) は容器内面と外面の文様に辰砂 (HgS)

を混ぜた朱漆を使用したことが確認された。南井

里 116 号墳の勺内面の漆の場合、光学顕微鏡下で

黒く見える部分を SEM-EDS で分析した結果、酸化

鉛 (PbxOx) 成分が検出されたが、明確にいくつの種

類の顔料が使用されたのかは確認することができな

かった。

Ⅵ .おわりに

　茶戸里漆器は簡略な様式で作られた木心漆器 ( 木

胎漆器 ) が大部分であり、漆塗膜の層状構造が単純

である。また黒色顔料である煙煤を混ぜて塗った黒

色漆技法が何種類かの漆器から確認されたが、織物

心を被せた痕跡や他と明確に区分される下地漆 ( 骨

灰 ) 層は見当たらない。したがって茶戸里漆器は黒

く光沢がある塗装効果と共に、器物に防水 ･ 防腐効

果を付与する漆の基本的な特性を生かすことに重点

を置いて製作されたことが分かる。一方で楽浪漆器

は木心苧被漆器と乾漆様式の漆器 ( 夾紵漆器 ) が多

数であり、これら漆器は織物心と共に骨粉、木粉、

炭粉 ( 草木類の炭化物 ) のような特徴的な添加物が

混ぜられた下地漆層が存在する。このように茶戸里

漆器と楽浪漆器は漆器の様式と技法において異な

る特徴を見せる。これは単純に技術と材料の限界か

らであると考えることができない部分であり、昌原

茶戸里地域に住んでいた集団が楽浪あるいは漢の

影響を支配的に受けていない漆器文化と漆器製作

技術を保有していた 1 つの証拠になるだろう。

註 :

1) 漆器製作工程で骨表面の凹凸や織物心の織目を埋め

て漆面を平滑に作るために、上漆塗りの前に土粉、

骨粉、木炭粉などを混ぜて塗ったもので、コルヘ、

骨
コルフェ

灰またはコレとも呼ばれている。

2) 漆器製作時に木骨の割れや歪みを防ぐために使用さ

れた補強材で、一般的には漆と糯米粉を混合した漆

糊で麻、苧、絹、木綿などの織物を木骨表面に被せる。

3) リン酸カルシウム：化学式 (Ca3(PO4)2) の無色・非晶

性粉末で比重 3.14 である。水によく溶けず、強酸に

は溶ける。天然では燐灰石として産出し、また脊椎

動物の骨や土壌中に広く分布している。

4) カオリナイト：Al2Si2O5(OH)4、石英：SiO2

訳註 :

訳 1) 鉀は甲。よろいのこと。

訳 2) 漆器遺物写真とその切片写真を掲載した以下表に

は原報告ページごとに図番号が振られている。日本

語訳版はレイアウトが異なるため、この番号にあた

る図番号キャプションを入れていない ( なお本文中に

は該当する図番号が出てこない )。
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平壌石巌里 9号墳出土木漆器の分析
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Ⅰ .はじめに

　分析対象資料は平壌石巌里 9 号墳から出土した

木漆器で、青銅製蓋弓帽 ( 本館 4766) など 12 件

12 点である。

　本稿は日帝強占期資料調査報告『平壌石巌里 9

号墳』報告書出版作業の一環として、石巌里 9 号

墳から出土した木漆器の製作技法および樹種を調

査したものである。漆器断面と樹種の分析は朴永

萬박
パク ヨンマン

영만 ( 国立中央博物館学芸研究士 )�
�

、金泰河

김
キ ム  テ ハ

태하 ( 国立中央博物館公務職 1) が行い、分析に必

要な試片製作は朴鶴洙박
パク ハクス

학수 ( 国立中央博物館学芸

研究官 1) が主管して担当した。本館 4810 木片の

樹種分析は金庚洙김
キム キョンス

경수 ( 国立公州博物館学芸研究

士 1) が担当し、SEM-EDS 分析を通した漆層の顔料

成分の調査は魯禔玹노
ノ ジヒョン

지현 ( 国立中央博物館学芸研

究士 1) が担当した。

Ⅱ .分析方法と結果

1. 分析方法

　採取された資料はエポキシ樹脂で真空含浸して

実装し、ダイヤモンド懸濁液 (9, 6, 3, 1㎛ ) とシリ

カ懸濁液 (0.02㎛ ) で研磨した。研磨した資料は

漆層分析と樹種分析のために光学顕微鏡 (Optical 

microscope, Leica DMLP) で 微 細 組 織 を 観 察 し た。

本館 4810 木片の分析方法は、脆弱化した木片の

細胞固定のために FAA 溶液 (Formalin-Acetic acid-

Alcohol) で処理し、処理された試片をパラフィンに

包埋した後、マイクロトームを使用して試片を製作

した。試片はサフラニン tw1%(in Ethanol) 溶液で染

色して光学顕微鏡 (Optical microscope, Leica DMLP)

で解剖学的特徴を観察した。試片の採取が難しい一

部遺物の場合には、実体顕微鏡と X 線撮影機を使

用して組織の特徴を観察した。

� 所属と職位は刊行当時。




